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甲 C 第 1 4 号証

様式 第 8 号 ( 攻 誠 第 195 条 ) ( 目 )
供 還 調書
|
記 還人 -_

RR
職 楽 会 社 役員 (大 胃 原化工 機株式会社 )

氏 名 生田 順司 (し まだ じゅんじ )

昭和 2 8 年 5 月 10 昌 生 (@ o 引 )
上 序 の者に対する外国導 替 及 び外国 質 易 法 達反拉叔 事 件につき 、 平 成 8 1 年

2 月 2 2 日 、 訂給季宮久 人管理二 原分 守に おいて 、 本 柳 は、あ ちか

1 詩え We っ 任意 次 の と お り 供述した 。
じめ 被 疑 者に 対し 、自 己 の 意 選 に反デーゴー ーーューて取り .

] + 本 HG、 平成 2 4 年月と 4 月に 、 外社名及較 の j

当 者と 、 吊 電培 器の更 制 に 向けた や り 取り を した こと について語 します 。」
2 平成 24 年 2 月 23H に較還還還の 会 夏計で 衝 済走 ※ 人や 還還証言 2

| 担当者らと 噴表乾 燥 器の規制 条件について打 合 芝をした約 1 月 後、 経済産業 .|
ここ RE 人

- 水分 蒸基 は 、 熱風の入口 "中 度等を規定する

2 平均 粒子短は、 測定 方 法や単位 を 規定する
8 流 菌・殺菌ついては、 その方 法 等 を 蒸気 滅 曽に 限定する

、 昌に 対する較計各国 の反応さ計さんの見 角谷がメー ルで 送らちれて きま し た 。
その内 容 は 、 各 国は 結、日 本 の 意見に反対で、

1 水分欧 量 は 、どん な温度で も 規制 範囲た 入るのであれば対象 |

と する

警視
ー



- ( 供導調伏 等 色 続 用 紙

2 平均 粒子 径 は 、レ ーザ ー解 析 に よっ て測定する

3 小 菌 ・殺 散は、 菩気江菌 に 限定すさきでは ない

どい う 見 解でした。 -

幣社が当初から 最も愛虐し た 、共に昌すると いう条件が各 定され
て しまっ た理由 な 、

、 蓄 首 ・ 殺 曽は、 蒸気 乾燥、楽 液 等 のあら ゆる方法を含むこと を前

多 と じ て い る ため 、 条 文 や規制 範囲も包括 的 になら ぎる を得な い |
と いうも の で した。 」

当隊 のメー等を 見 せ て いただけた ら 、 | 4 した内 容 を 首
し く 説明 する こ と ができます。

この と き林職は 、平成 3 0 年 1 2 月 17 日 付け当委司法和上外部
導師の 「 出 力 印 守千果報告書 (本 社第 4 2 4 号メー ル ) 」 に淫 付された資料

の必要部分を 被疑 者に示し、 説 明 を 受けた 後、資料 1 と じて本調書 末尾に拓付
| するとと と し た。

資料 1 は 、 平成 2 4 年 3 月 9 日から 3 月 1 2 日 にかけて 、 私 と 経済 産業 省 .

の 議議さん の間 で送受信され た メール の写 録です 。

なお、全 て のメールに 、CC で

弊社の相嶋専務 . .

. | | 以 | 以 TL
にも送ら れ て いた こと も 分か り ま す 。

この 2 枚目に
_SentiFriday. Jarch 09.2012 6:18PM
大川原化工機株 式 会社 島田海外営業部長 殿

等視 庁
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| さけニーパト にニー と

等と記載あるとおり

平成 2 4 年 3 月 9 日の午後 6 時 18 分

に較 講さん か ら 和 宛にメール波 送られてきま した。

内 容は、 2 枚 目と 8 枚目に 、 各国の 規制 条件に 対する 見 解 が 音 かれていま
. す が 、 その うち滅菌 ・ 条散だ つい て は 、

デンマー ク の 回 答

@16 北光吉 選
capable of being。 ateri1ized い 』 -Hisinfected アニ EER
商を 含む すべて の江 曽及び和商 方 法 を カバ ー している 。
による と 間人流 (中 曽の 反対 ) は 生物を硫人
ei' の放する 上 の人できる半 六計である た め 、
筑に限 定し た く な い 。

他の 国 、A 国

@ 礎 気 小 前
capable of being sterilized or disinfected in situ に関じて、

藻気、熱、放熱や化学洲 菌 の よう に製造 状置において 使用され る |
肉なる泊方法がある 。

特定 の 小 菌 方 法 を明示 しないと こと に よっ て 、 どん な 種類 の 誠間

波も 含まれる 。

等 と いうも ので し た 。
この よ うに 、capable of being steri1ized or disinfected in situ、 つ

- まり、

鳴 視 庁 」



(供述 調簿等続用綴 )

定時 し た状態で 内 部 の江菌又は 殺 曲を する こと が で きる も の

| に ある江前 ・ 殺 菌 に 対する 各国 の意見 は
・ 燕 気 、電燥、 熱、放熱 、 化 学 等のあら ゆる方 法による 江 菌 及び条間

お 含まれる

.| と いう極めて広箇 囲解乱するも の で し た 。

そのため 、私は

このまま各国 の 見 解どおり 較 計 区 正 衝が制定 されてし まう ど 、 本 |
当 に 一般折 易 に 支隊が 出る こと に な る

雑 な 輸出 手続きを 行っ て いる と 、納期に遅れるな ど輪出そのもの

が でき な く な っ て しまう お それも ある

等と思い、較 講さんに芝 見する 前 に 、 先 ず 、 平成 2.4 征 2 月 2 9 日 の守 合 せ
同行し て も ちっ た 相 則間務相談すること に しまし た 。
相談 を した のは週田けの 8 月 1 2 日 であっ た と記 億 し て いまますが 相則 専

務 は 私 に 、.

殺菌が 入ると 、 規制がかな り 広 範囲になる

殺菌では、前が 生き 残っ て いる 状態もある
~- だか ら 、 蒸気 滅 黄に限定すべきだ

「 と 、 平 成 2 4 年 2 月の打合せで相内 専務が 主張した内 容 と 信ぼ同じこと を言
つていま し た 。

| 8 そこで秋は 、 資料 1 の 2 枚目にある とおり、栓出 規制 が革 社 に 及ぼないよ

う、

斑成 2 4 年 3 月 12 昌
に 、 水 分 蒸 発 量 、 平 均落子 径 と 併せで江 上 ・ 殺 菌 人 対する 引 社 の 意見 とし て

甘 視 庁 ーー



、 (所 導入棒 等 継続 用 紙 )

何とか素包江北限 定し て も ちい たい
と いう気持ちを込めて

蘭体を想定し ている の で蒸気 源菌 に し たほう が と提案し ました

> 置 軒さんに返信 を し ました。

する ぶ 、 資料 1 の 1 枚 還に
Date: 2012/03/12 29: 40

と ある よう に

平成 2 4 年 3 月 1 2 日の生後 1 1 時 40 分
- と いう深夜 に、 較 軒 ミ = んふら 、 寺を 全む・・ 疫軸に 関する 見 解 が |
送られてきま した 。
その内容は、

3) 蒸気 滅菌 に つい て

日 本 の 実情にお いて は森気 泊 落が 朋 当 な の かも し れま せんが、
ンマーク の返答にあると お り 、 0 科 で も ある 丘お由玉
る と の こと なの で 、 浅 菌及び殺菌の方 法を指定せず包括 的 なな 文言

にせ ざ る を得 な い の では な いか と 思い ます 。」

筆 と 、 較記のに天 したも の で、 日本 園として も未濾 曽 に 限定 し
. ないという項し いもので した 。

また 、 資料 1 の 1 枚 且に
明日、電話にてご連絡 します

と ある よう に 、 このメール記送られてきた翌日の
平成 2 4 年 3 月 1 3 日

- で 、較護ほん か ら直接私に電話が あり

ーー 敬 視 庁
ーー 5



( 供 記調 答 等 継続用 紙 )

省 で検討した結果、日 本 国 として は 攻 披 菌に定し ません
と メールと 同じ 内 容 の 説明を 開きまし た 。

この 説明を 開い て 私は 、 日 本は他国と足並みを 描 え る 方 針 、つまり天商及

び殺菌にすること に決定したのだと域 り ました。

私 としては 、
このまま では 、 本当 に規制 が 広 舘 囲まなる ため 、 輸 出 ができ な く な

る S そ れがある

先ずは社長にこの こと を報告しなければなら な い

と思い、較置きんか ら の重 語 を 手短 な 応対 で 切り まし た 。

社長への報告が 当月 で あったかは思い 出せませんが、 間 違いな く 衝人 は社長
室た 入り 、 ...

邊産 人の 証護 * ん か ら 電 話おあり 、- 今の較還の動 きでは 日本の 案は

通らず 、 較軒 の 康文どおりに、 VAN 豆陣 ・ 殺 商 」 区

いう 広 節 囲 な 規制にな る 見 込みです
と 日頭で社長に 報告 を しまし た。

これ を聞いた社長は、前 回 と 同じ よう に

不 機 伴 で 区 得がいか ない表情
をしていま したが 、 私に 対し、 経済 産業 省に 申し 入れを する 等の指示はな く 、[

社長も、こ の ことを 々 と 受け 入れた 感じでした 。
| 4 そして、この 約 1 月 後には、較計で提 案された中電器 の 改正案が 、 原

| 文そのまま の内 容で合意に 至った こと を さん か ら 送られてきた メールで
知る こと と な り ま し た。 -

NR に ] 半

警視 店
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(供給 竹等継続用茜 )

較 作成の 「 出 力 印 宇 結果 報告書 (本 社 第 4 2 4 号メール ) 」 に添付された次料 .

の必要 部 分 を拉某 者 示し、説明を受けた後、資料 2 と して本調共示尾に肖付

するとととした。

資料 2 は 、.

平成 2 4 年 4 月 1 1 日に、 経済 産業省の 較計さん か ら私 宛

店 B ... BA た RE

の 担当 者にも 送信され た も ので す 。
に送られた 2 通 の メールで、私や相夫 専務の ほか、 経済 産業 と 回 証邊

この 2 枚 朋 に
EL

Sent:Wednesday, Apri1 に 2012 この hn
大川原化工 機株式会 社 上 大

等と記載があめ るとおり、こ のメールは

平成 2 4 年 4 月 1 1 日 の午後 7 時 1.5 分
に 還さん から 私に 送ら れて きま し た 。

メール の 中央 部 分に

本 日 付で、 較計に おいて大燥器の 規制が 合意 (以前 お 知らせ し
た 通り ) されましたのでお 知らちせします

まだ、更新 はされて いま せんが、 pFo 還 2 ホームージ で上
: が公開 される予定です

等 と 書かれて います 。 ーー ーー
、 到は、と のメー ルを上 社自 席 の パソ コンで確認 したと き 、「殺 散」 も信和
広範囲規制 条件 の正染が 原文のまま 較計で 合意に 至ったと と は 、-

: 警 視・応
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tk

《 洒 問議電 寺内 党 肖 江 )

泌 泣 妊 沈 吉 S 浴峰 メ >「 も 【! でわ光帆光山 双

と 判断し 、このこと も 直ぐに社長に報告 する こと にしました。
このメール は夜 達 い時間 を 送られ できた た め 、 玲か、こ の連絡を受けた笠

に、社 長 宣 に いた社長に

中吉如の 規 肖 が 、 較較 が提案 していた下正 案で 最終 合意 に 王 り
ました

殺も 含む規制 に なりま す

等と日頭で 報告しまし た。
社長は、私の 「負前 」も含むと いう 報告 に 対し 、 不 機誰か 様子でした が 、・

この反応 の 仕方からし て 、 社 長 も 、 」

この 較軒の 決定 事項に 抗う ことはできない
この規制 条件 を 受け 入れるしかない

と提 え て いる も の と 思いま し た 。
5 その 後、資 料 2 の 1 枚 目に

Date: 2012/04726 16: 22

と大上 基 基本 HH 雄

等とあるように、

平成 2 4 年 4 月 2 6 日 の午後 4 時 22 分

国対還っ と Su ゆで ・ NM
ムページのサイ ト に掲載されたこと と 、 英文の 原文 がメールで 送られで きま

し た。

原文を改めて確認すると

最

8 
は に



(供述 制喜等継続用紙 )

Spray-drying Equipment

-「Spray drying equipment capable of drying も exins or pathogenic

microorganisms having al11 of the fol1owing characteristics・

1 . a water evaporation capacity of > 0.4kg/h amd <400kg/h

the abi1ity of generate a typical mean product part1cle
-Size of < 10 micrometers with exlsting fittingg or by

- minima1 modification of spray-dryer with atomization ー

nozzles enabling generation・Gf the required partic1e

size and

反 . capable of being sterilized or disinfected in Situ.

と いう 規制 内 容 に なって いま す 。

この規制の決定に歪る まで、私 や相 嶋専務は 、 弊社の意見と し て 、 | 居

提案した履正案に 対し、特に泊 菌 ・ 殺間 の 規制 和囲が 広 す ぎると いう こと で
様々な主張を 線 り 返してきま したが 、 結局 の ととろ 、

っ 1 水分蒸発 量

2 平均 粒子 径

3 定置での滅菌 ・殺散 .

に 係る各要件は、 軒 較 が 揚 案 した 内 容 で 制定 に 至ってしまいました 。

なお 、 較計ら 原文が 意味すること は 、 当然、現行の 輸出貿易管理令の 省令 |

部分で ある

ー イ 水分聞計量が 1 時 間 あ た り 0. 4 キロ グラ ム 以上 4 0 0 キログ
ラム 以下のも の 。 っ

ロ 平均 粒子 径 1 0 マイ クロ メー トル以下の 製品 を 製造 する こと が

等. 視 庁

ie



(人 笑 進 稚大 等 継続用 紙 )

可能 なもの 又は味 爆器の 最小 の部 分 品 の 変更で 平均子衝

1 0 マイ クロ メー トル以下の 製品を製造 する こと が可能なもの

ム 定 因 し た状態で内 部 の 法菌又は殺菌を する ことができる も の

と 同じ解税になり ます 。

この規制文の内 容 については 、 社長には 既に衝 か ら 決 定 し た こと と し て幸

千 洲で あり 、 内 容も 特自 更された箇所が な か っ たた め 、 私は 後日に、社長

室で 規角 文祉 長に 見 せな 区 ら

| RE

等 と 言って報告を しました 。

する と社長は、相 変わらず 、

係然とした訟 度

] 、 いま し た。

で、私 の説明を開き ながら、較講に お ける噴吉東燥 器 の 規制文 に 目 を通して

12 きす
ミ ss ゃ人 >

| 回 ad も 人 ) re ペペ や
[| ゆ。トぎ > よるも > トト や: や いな な

し を。

巡る
すすで すだすすまそ | | 0

開いなた So
内度 な る ・人
甘 視 庁

ー- 10



「( 伯調書等弘続用導 )





ea

お世話に な てお | り ます :99 こいません

rr

DA 朱発量に つい で革の 400lg に ついては 、 今ご 度デンマークに確認 をしてみたいと下馬 ーーメートルぐらいの ) 済六生かめ S ~1 あかっ また 、 確かに生 3 時に関してば 理 的封じ 込め施設のI で作業するの が一 般 的だわれますが 、 他 方で、じ込八 の 條 で
4 加するこもに定は 出 系 ない 私計で か: に に

8 度条件ですが、下 記メールにて記 | - 導 席 がどん な温度
であろうとも、その 他の パラメー タが どん な 値であろうと も 、水分 蒸発是
の隙 値 の人 能 力 を 出す事 が 出来る機器が対象な る ことが解 駅とじ 判 明赤

(5 の人を以てしても人が誠当が宙かを販 列 するに人由来な い の

ーー

和子任について ・ ・ -記ご指摘のと お り 、 12 る特定 の 剤 定メー カーの 検可を提 定することは確かに ご:
間還は あ ると思います - 他 方個人的に 未だに ついてし っく .
りいっていない のですが、一 般 釣に御社 を 含め 項規乾 メーカーはど ・うな 定 装を 使っ て いるので じょうか。 また、レーザーにたる 定はそ ...6 二手 の パラメーータを指定 (入力 ) して ) によって届定する のな

よう か。 それともレー ザー測定はまった < < 定義 を勘案仁 ずに平均
竹 衝 を測定する も の な のでしょうか。 E\ いも 5 いや宙 誠泊めもら S 滞て

イルにで記した千 があった次 第です。

の 情においては項気 減菌が 妥当 なのか もじれません が、 デンマーク
答にあるとおり、 乾燥 滅菌でもある程度 滅 殴 が 出来 る と のことなので 、
すず 0 な 言にせざるを 得ないのではな い

Ua とハル

療交 准 吉 客 江 部則間 軸

Origmal Message -
>

村 館装 置であれば 、じ 込めが 必要とが るる ので可
・ > それを可能 と する 毅儲は 400kg/hr は なり得 な い。 ・> て 40/y 人上ら 拓 し ました > また、温和作を明確とし ないと



上しくもおに、 の氷 ま で 多 を久 ほす可能 信 が あるので分大。 -

へ soon た ほうが
・ > 提案しました。

(に 作る 規定について 、 で ちるデンマー ク肥び季Hp ー回答ががめりまし たので、 お人 5 せするどどもに、 ご 守お人 い出来

水分攻発香 。 ーー
TV

2 迷子 径 の単位る ck のある導 具や 我々 デン
必 ) 自身の噴霧 乾燥や径の 測定の経験かりら 、オ ーガニッ タバパウダーの
人は に 大 立 され のであり、オ ー ガニッ ク原料の吐竣乾燥 に よ
造 された燈体は一般的 状で競何学平均 鐘 子径 サイズはオレー ザー 人 に よって測れ ーッ

の店 -"> Capable of bejng steriized or disinfeoted fh rw すく
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